
お知らせ版 

平
成
18
年
4
月
か
ら
保
育
所

に
入
所
希
望
の
乳
幼
児
の
受
付

を
開
始
し
ま
す
。

▼
受
付
期
間
＝
9
月
1
日
斥
〜

30
日
昔
（
土
・
日
・
祝
日
を
除

く
）

▼
入
所
基
準
＝
保
護
者
や
同
居

の
親
族
が
、
仕
事
や
病
気
な
ど

で
家
庭
で
保
育
で
き
な
い
場
合

な
ど
。

▼
入
所
施
設
＝
蓼
沼
、
大
山
、

上
三
川
、
ふ
ざ
か
し
の
各
保
育

所
、
上
三
川
幼
児
園
、
あ
け
ぼ

し
保
育
園

※
詳
し
い
内
容
は
、
広
報
9
月

号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
問
い
合
せ
先
＝

健
康
福
祉
課
　
児
童
福
祉
係

牲
○56
9
1
3
0

お
知
ら
せ
版 

ひ
と
り
親
家
庭
の
親
と
子

（
18
歳
ま
で
）
の
、
医
療
費
自
己

負
担
分
（
保
険
適
用
分
）
を
助

成
し
ま
す
。
た
だ
し
、
前
年
の

所
得
が
一
定
未
満
の
世
帯
が
対

象
で
す
。
ま
ず
、
ひ
と
り
親
家

庭
医
療
費
受
給
資
格
者
証
の
交

付
申
請
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
7
月
31
日
で
期
限
切

れ
と
な
る
、
ひ
と
り
親
家
庭
医

療
費
受
給
資
格
者
証
を
お
持
ち

の
人
は
、
8
月
15
日
席
ま
で
に

更
新
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

該
当
す
る
人
に
は
、
8
月
上
旬

に
更
新
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
。

▼
問
い
合
せ
先
＝

健
康
福
祉
課
　
児
童
福
祉
係

牲
○56
9
1
3
0

戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る

弔
慰
金
（
第
8
回
特
別
弔
慰
金
）

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

▼
支
給
の
対
象
者
＝
平
成
17
年

4
月
1
日
に
お
い
て
、
恩
給
法

に
よ
る
公
務
扶
助
料
や
戦
傷
病

者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ

る
遺
族
年
金
等
を
受
け
る
人

（
戦
没
者
等
の
妻
や
父
母
等
）
が

い
な
い
場
合
に
、
次
の
順
番
に

よ
る
先
順
位
の
ご
遺
族
お
一
人

に
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま

す
。

▼
順
番
＝
戦
没
者
等
の
死
亡
当

時
の
ご
遺
族
で

慎
平
成
17
年
4
月
1
日
ま
で
に
、

戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援

護
法
に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給

権
を
取
得
し
た
人

振
戦
没
者
等
の
子

新
戦
没
者
等
の
生
計
関
係
を
有

し
て
い
た
①
父
母
②
孫
③
祖

父
母
④
兄
弟
姉
妹

（
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を

有
し
て
い
な
か
っ
た
人
、
平

成
17
年
4
月
1
日
に
お
い
て

婚
姻
に
よ
り
姓
が
変
わ
っ
て

い
る
人
、
又
は
遺
族
以
外
の

人
と
養
子
縁
組
を
し
て
い
る

人
は
除
か
れ
ま
す
。）

晋
右
記
3
以
外
の
①
父
母
②
孫

③
祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹

森
右
記
1
か
ら
4
以
外
の
三
親

等
内
の
親
族

（
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で

引
き
続
き
1
年
以
上
生
計
関

係
を
有
し
て
い
た
人
に
限
ら

れ
ま
す
。）

▼
支
給
内
容
＝
額
面
40
万
円
、

10
年
償
還
の
記
名
国
債

▼
請
求
期
間
＝
平
成
20
年
3
月

31
日
ま
で

▼
請
求
窓
口
＝

健
康
福
祉
課
　
社
会
福
祉
係

牲
○56
9
1
2
8
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介
護
保
険
の
法
律
が
改
正
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
新
た
に
平

成
17
年
10
月
1
日
か
ら
「
施
設

に
お
い
て
の
食
費
･
居
住
費
が

自
己
負
担
」
と
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
低
所
得
者
の
人
に

対
し
て
は
、
負
担
が
重
く
な
ら

な
い
よ
う
に
減
額
の
制
度
が
で

き
、
申
請
手
続
き
を
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

該
当
の
人
は
以
下
の
と
お
り

で
す
。

●
対
象
と
な
る
サ
ー
ビ
ス

①
施
設
（
介
護
老
人
福
祉
施
設
、

介
護
老
人
保
健
施
設
、
介
護
療

養
型
医
療
施
設
）

②
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィ

●
対
象
者

市
町
村
民
税
世
帯
非
課
税
者

◎
申
請
は
、
役
場
保
険
課
窓
口

新
年
度
保
育
所
入
所

の
受
付

介
護
保
険
施
設
利
用

者
の
食
費
等
の
減
額

申
請
の
お
知
ら
せ

ひ
と
り
親
家
庭
の

医

療

費

助

成

戦
没
者
等
の

ご
遺
族
の
皆
様
へ



を
開
催
し
ま
す
。

▼
対
象
者
＝
60
歳
台
前
半
層
で
就

職
を
希
望
す
る
人
（
最
終
日
に
合

同
面
接
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。）

▼
募
集
人
員
＝
20
名
（
応
募
者

多
数
の
と
き
は
抽
選
）

▼
時
間
＝
午
前
10
時
〜
午
後
4
時

▼
受
講
料
＝
無
料

▼
講
習
名
＝
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
講
習
（
上
三
川
町
コ
ー
ス
）

▼
期
間
＝
11
月
7
日
席
〜
11
月

11
日
昔

▼
開
催
地
・
会
場
＝
上
三
川
町

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

▼
講
習
内
容
＝
ビ
ル
・
施
設
の

清
掃
、
清
掃
機
器
の
取
扱
い
な

ど
清
掃
方
法
の
基
礎
知
識
と
実

技
の
習
得

▼
申
込
締
切
＝
10
月
28
日
昔

▼
申
込
方
法
＝
職
業
安
定
所
及
び

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
あ
る

「
申
込
用
紙
」
に
て
郵
送
、
又
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
申
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
せ
先
＝

蹟
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
連
合
会

〒
３
２
０
│
８
５
０
３

宇
都
宮
市
駒
生
町
3
3
3
7
│
1

と
ち
ぎ
健
康
の
森
2
階

牲
0
2
8(

6
2
7)

1
1
7
9

性
0
2
8(

6
2
7)

2
5
2
2

の
バ
ス
が
送
迎
し
ま
す
。

参
加
希
望
の
人
は
、
健
康
福

祉
課
ま
で
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
せ
先
＝

健
康
福
祉
課
　
保
健
衛
生
係

牲
○56
9
1
3
2

▼
日
時
＝
9
月
18
日
隻

※
予
備
日
10
月
2
日
隻

▼
受
付
＝
午
前
8
時
30
分
（
開

会
式
9
時
、競
技
開
始
9
時
30
分
）

▼
場
所
＝
日
産
自
動
車
㈱
栃
木

工
場
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
予
備
日
が

雨
天
の
場
合
日
産
自
動
車
㈱
栃

木
工
場
体
育
館
）

▼
申
込
み
・
問
い
合
せ
先
＝

町
商
工
会
（
テ
ィ
ー
ボ
ー
ル

実
行
委
員
会
）

牲
○56
2
2
0
6

性
○56
0
7
1
1

蹟
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
連
合
会
で
は
、
高
齢
者
の
就

職
支
援
の
た
め
に
次
の
講
習
会
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お知らせ版 

で
申
請
書
に
記
入
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◎
対
象
と
な
る
人
の
被
保
険
者

証
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
せ
先
＝

保
険
課
　
介
護
保
険
係

牲
○56
9
1
0
2

町
で
は
仕
事
量
に
応
じ
て
臨

時
職
員
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

希
望
さ
れ
る
人
は
登
録
制
に

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
左
記
に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
み
書
類
＝

・
申
込
書
（
町
総
務
課
に
有
り
）

・
写
真
1
枚
（
3
㎝
×
4
㎝
）

▼
申
込
み
・
問
い
合
せ
先
＝

総
務
課
　
秘
書
庶
務
係

牲
○56
9
1
1
3

町
で
は
、（
仮
称
）
総
合
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
オ
ー
プ
ン
ま

で
の
体
験
事
業
と
し
て
、「
生
き

生
き
市
町
村
健
康
づ
く
り
推
進

事
業
」
の
採
択
を
受
け
、「
う
き

浮
き
水
中
運
動
教
室
」
を
実
施

し
ま
す
。
主
に
水
中
運
動
を
取

り
入
れ
た
健
康
づ
く
り
の
運
動

教
室
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
内
容
＝
水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、

楽
し
い
ア
ク
ア
ビ
ク
ス
、
簡
単

ス
ト
レ
ッ
チ
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ

ン
グ

▼
対
象
＝
40
歳
〜
69
歳
で
上
三

川
町
在
住
の
人
（
生
活
習
慣
病

検
診
や
そ
の
他
の
健
診
結
果
、

「
血
糖
」
・
「
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
」

「
中
性
脂
肪
」
な
ど
値
が
高
い
人

や
運
動
習
慣
に
関
心
の
あ
る
人
）

▼
場
所
＝
宇
都
宮
市
今
泉
「
蹟

栃
木
県
健
康
倶
楽
部
」
の
施
設

を
使
用
）

▼
時
間
＝
午
前
10
時
〜
12
時
（
集

合
9
時
、
初
回
、
2
回
は
8
時
）

▼
期
間
＝
9
月
1
日
斥
か
ら
10

月
20
日
斥
ま
で
の
毎
週
木
曜
日
、

8
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

▼
定
員
＝
先
着
20
名

▼
費
用
＝
栃
木
県
国
民
健
康
保

健
団
体
連
合
会
の
補
助
事
業
の

た
め
無
料
（
た
だ
し
、
初
回
血

液
検
査
料
5
、0
0
0
円
は
有
料
）

▼
参
加
受
付
期
間
＝
8
月
10
日

戚
か
ら
8
月
19
日
昔
ま
で
で
す
。

※
「
蹟
栃
木
県
健
康
倶
楽
部
」

町
臨
時
職
員
の
募
集

高
齢
者
就
職
支
援

講
習
会
受
講
者
募
集

県
で
は
、
若
者
の
就
職
を
支

援
す
る
た
め
、
企
業
が
求
め
て

い
る
就
職
基
礎
能
力
を
高
め
る

講
座
「
就
職
基
礎
能
力
速
成
講

座
」
を
開
催
し
ま
す
。

▼
対
象
者
＝
35
歳
未
満
の
若
年

者
の
人
（
学
生
・
生
徒
の
人
は

除
く
）

▼
日
程
＝
9
月
27
日
惜
〜
10
月

7
日
昔
（
土
日
を
除
く
9
日
間
）

第
6
回
し
ら
さ
ぎ
オ
ー

プ
ン
テ
ィ
ー
ボ
ー
ル
大
会

「
う
き
浮
き
水
中
運

動
教
室
」
参
加
者
募

集
の
お
知
ら
せ

匿
名
　
　
　
　

7
、4
7
4
円

上
三
川
町
た
ば
こ
販
売
組
合

7
0
、6
5
5
円

匿
名
　
　
　
　

1
、2
4
9
円

匿
名
　
　
　
　

2
、0
0
0
円

勝
姫
稲
荷
神
社
賽
銭
箱

1
、2
1
6
円
（
第
70
回
）

日
産
労
組
栃
木
支
部

車
い
す
1
台

皆
さ
ん
の
、
あ
た
た
か
い
こ

こ
ろ
ざ
し
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

就
職
基
礎
能
力
速
成

講
座
受
講
生
募
集

〜
善
意
銀
行
〜



▼
場
所
＝
宇
都
宮
市
東
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
宇
都
宮
市

今
泉
町
2
1
3
7
）

▼
定
員
＝
20
名
（
先
着
順
）

▼
内
容
＝
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
や

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、

就
職
活
動
の
心
構
え
な
ど
を
学

び
ま
す
。

▼
問
い
合
せ
先
＝

県
労
政
課
雇
用
対
策
担
当

牲
0
2
8(

6
2
3)

3
2
2
4

毎
月
23
日
午
後
1
時
30
分
か

ら
4
時
ま
で
、
不
動
産
鑑
定
士

に
よ
る
無
料
相
談
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
。

▼
問
い
合
せ
先
＝

県
不
動
産
鑑
定
士
協
会

牲
0
2
8(

6
3
9)

0
5
5
6

性
0
2
8(

6
3
9)

9
4
1
1

●
コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス

（
Ｋ
Ｈ
Ｖ
）
病
と
は

・
コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
病

は
、
コ
イ
特
有
の
病
気
で
、
コ

イ
以
外
の
フ
ナ
や
ナ
マ
ズ
等
の

魚
に
は
感
染
し
ま
せ
ん
。

・
人
に
感
染
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

・
感
染
し
た
コ
イ
を
食
べ
て
も

人
体
に
影
響
あ
り
ま
せ
ん
。

●
皆
さ
ん
へ
の
お
願
い

ま
ん
延
防
止
を
徹
底
す
る
た

め
に
、
以
下
の
点
に
つ
い
て
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
釣
っ
た
コ
イ
を
そ
の
場
所
以

外
に
放
流
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・
自
宅
の
池
や
近
所
の
池
で
飼
育

し
て
い
る
コ
イ
を
川
や
別
の
池
な

ど
に
放
流
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・
調
理
し
た
後
の
、
コ
イ
の
残

さ
い
や
死
ん
だ
コ
イ
を
川
や
池

な
ど
に
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・
川
や
池
な
ど
で
コ
イ
の
大
量
死

や
異
常
が
見
ら
れ
た
場
合
は
、
左

記
の
窓
口
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
せ
先
＝

県
農
務
部
生
産
振
興
課

牲
0
2
8(

6
2
3)

2
3
5
1

河
内
農
業
振
興
事
務
所

企
画
振
興
室

牲
0
2
8(

6
2
6)

3
0
6
3

栃
木
労
働
局
で
は
職
場
の
ト

ラ
ブ
ル
で
お
悩
み
の
人
の
相
談

に
応
じ
、
迅
速
、
簡
単
な
手
続

き
、
無
料
で
円
満
解
決
す
る
こ

と
を
お
手
伝
い
し
て
い
ま
す
。

・
解
雇
、
配
置
転
換
、
賃
金
引

下
げ
、
セ
ク
ハ
ラ
、
い
じ
め
な

ど
あ
ら
ゆ
る
職
場
の
ト
ラ
ブ
ル

の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

・
弁
護
士
な
ど
法
律
の
専
門
家

が
、
労
使
の
間
に
入
っ
て
話
し

合
い
に
よ
る
円
満
解
決
に
向
け

て
斡
旋
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
せ
先
＝

栃
木
労
働
局
企
画
室
総
合

労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

宇
都
宮
市
明
保
野
1
│
4

宇
都
宮
第
2
地
方
合
同
庁
舎
４
階

牲
0
2
8(

6
3
4)

9
1
1
2

真
岡
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

真
岡
市
荒
町
5
1
9
5

真
岡
労
働
基
準
監
督
署
内

牲
0
2
8
5(

8
2)

4
4
4
3

中
途
視
覚
者
障
害
者
、
ご
家

族
の
人
を
対
象
に
歩
行
、
点
字

な
ど
の
電
話
相
談
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

直
接
事
務
所
に
お
い
で
に
な

っ
て
ご
相
談
を
お
受
け
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
月
曜
日
〜
金
曜
日

午
前
10
時
〜
午
後
2
時

▼
問
い
合
せ
先
＝

県
視
覚
障
害
者
福
祉
協
会

宇
都
宮
市
若
草
1
│
10
│
6

と
ち
ぎ
福
祉
プ
ラ
ザ
2
階

牲
0
2
8(

6
2
5)

4
9
9
0

▼
開
催
期
日
＝
11
月
23
日
積
〜

24
日
斥

▼
開
催
場
所
＝
宇
都
宮
市
文
化

会
館
小
ホ
ー
ル
、
宇
都
宮
市
総

合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、

宇
都
宮
市
明
保
野
体
育
館

▼
応
募
資
格
＝
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
人

拭
在
宅
の
障
害
者

植
障
害
者
福
祉
施
設
利
用
者

殖
盲
・
ろ
う
・
養
護
学
校
、
又

は
特
殊
学
級
通
学
者

▼
募
集
部
門
＝
絵
画
・
工
芸
・

書
道
・
写
真
・
文
芸
・
演
劇
・

音
楽
・
カ
ラ
オ
ケ
・
そ
の
他

▼
応
募
手
続
き
＝
希
望
者
は
、

次
に
よ
り
申
込
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

拭
在
宅
者
＝
町
健
康
福
祉
課

8
月
22
日
席
ま
で

植
施
設
利
用
者
＝
各
施
設

8
月
31
日
戚
ま
で

24
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県
不
動
産
鑑
定
士
協

会
に
よ
る
不
動
産
に

関
す
る
相
談

コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
病

の
ま
ん
延
防
止

県
障
害
者
文
化
祭

参
加
者
募
集

中
途
視
覚
者
障
害
者

相
談

職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
で

お
悩
み
の
人

●ごみ
お盆期間中も通常通り収集します。

●し尿汲み取り
8月15日席～16日惜はお休みとな

りますので、早めに申込むか、8月
17日戚以降にお申込みください。

▼問い合せ先＝

・ごみ　生活環境課　清掃係
牲○56 9131

・し尿　栃南産業　牲○53 5557

お盆期間中のごみ収集
し尿汲み取りの休日



殖
児
童
・
生
徒
＝
各
学
校

8
月
31
日
戚
ま
で

▼
問
い
合
せ
先
＝

県
社
会
福
祉
協
議
会

牲
0
2
8(
6
2
2)

0
0
5
1

性
0
2
8(
6
2
1)

5
2
9
8

(

カ
ラ
オ
ケ
の
み)

県
障
害
者
文
化
祭
実
行
委
員

会
事
務
局

牲
0
2
8(

6
2
3)

3
4
9
2

性
0
2
8(

6
2
3)

3
0
5
2

お
子
様
の
就
学
で
お
悩
み
の

人
、
養
護
学
校
を
も
っ
と
良
く

知
り
た
い
人
、
ぜ
ひ
参
加
く
だ

さ
い
。

●
小
学
部
・
中
学
部

・
10
月
5
日
戚

午
前
9
時
〜
正
午

・
10
月
29
日
析

午
前
9
時
25
分
〜
午
後
3
時

・
11
月
8
日
惜

午
前
9
時
〜
正
午

・
11
月
22
日
惜

午
前
9
時
〜
正
午

●
高
等
部

・
8
月
23
日
惜

午
前
9
時
〜
正
午

・
10
月
29
日
析

午
前
9
時
25
分
〜
午
後
3
時

・
12
月
7
日
戚

午
前
9
時
〜
正
午

▼
内
容
＝
授
業
参
観
、
講
話
、

体
験
発
表
、
学
習
発
表
会
見
学
、

教
育
相
談

▼
申
込
み
・
問
い
合
せ
先
＝

県
立
国
分
寺
養
護
学
校

牲
○44
5
1
2
1

牲
○44
6
6
9
8

教
育
総
務
課
　
学
事
係

牲
○56
9
1
5
6

※
必
ず
、
実
施
日
の
10
日
前
ま

で
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

自
治
医
科
大
学
の
学
園
祭
で

あ
る
薬
師
祭
を
、
10
月
7
日
か

ら
9
日
ま
で
の
3
日
間
開
催
い

た
し
ま
す
。
皆
様
の
ご
来
場
を

心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
体
育
祭
チ
ー
ム
の
募
集

来
る
10
月
9
日
隻
に
行
わ
れ
る

体
育
祭
に
出
場
し
て
く
だ
さ
る
チ

ー
ム
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

・
フ
ッ
ト
サ
ル
（
5
人
制
）
＝

選
手
登
録
は
6
人
ま
で
20
チ
ー
ム

・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
（
9
人
制)

＝

選
手
登
録
は
10
人
ま
で
10
チ
ー
ム

・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
6
人
制
）
＝

選
手
登
録
は
8
人
ま
で
20
チ
ー
ム

・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン（
ダ
ブ
ル
ス
）＝

選
手
登
録
は
2
人
20
チ
ー
ム

●
バ
ザ
ー
物
品
の
募
集

薬
師
祭
で
は
、
バ
ザ
ー
を
開

催
い
た
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
皆

様
に
バ
ザ
ー
の
物
品
の
提
供
を

お
願
い
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
な
お
、
売
り
上
げ
は
中
東

ア
ジ
ア
を
中
心
に
活
動
し
て
い
る

医
療
団
体
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
に
寄
付
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
協
力
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
10
月
9
日
隻

午
前
9
時
30
分
か
ら
午
後
3
時

（
午
前
10
時
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
開
始
）

▼
場
所
＝
看
護
校
舎
ロ
ビ
ー

（
雨
天
時
も
同
様
）

▼
問
い
合
せ
先
＝

牲
0
8
0(

3
0
2
2)

6
8
5
1

E
-m
ail

ア
ド
レ
ス

ku
su
sh
i@
jic
h
i.a
c
.jp

宇
都
宮
地
区
幼
稚
園
連
合
会

（
宇
都
宮
市
・
河
内
町
・
上
三
川

町
・
南
河
内
町
・
上
河
内
町
）

で
は
、
幼
稚
園
教
育
の
理
解
を

深
め
て
も
ら
う
た
め
、
平
成
18

年
度
版
幼
稚
園
子
育
て
情
報
誌

「
幼
稚
園
ガ
イ
ド
」
を
作
成
し
、

無
料
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
人
は
、
最
寄
の
幼
稚

園
・
役
場
・
児
童
館
・
中
央
公
民

館
・
保
健
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
ま
で
。

▼
問
い
合
せ
先
＝

し
ら
さ
ぎ
幼
稚
園

牲
○56
2
0
9
8

や
し
お
幼
稚
園

牲
○56
7
2
2
2
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県
立
国
分
寺
養
護

学
校
見
学
会
の
案
内

①道路はどこでも渡らない
まず近くに「信号機や横断歩道がないか」を探

しましょう。

②信号機のある場所を渡る
少し遠回りでも信号機のある場所が最も安全…。

③横断中も周囲に目配り
交差点では、右・左折してくる車に注意！

④見えないところで渡らない
左右が見えるところで…。

⑤渡る前に右と左をしっかりと見る
横断中も安全を確めながら…。

⑥遠くにいても車は速い
近づいて来る車があるときは通り過ぎるまで待つ。

⑦夜の外出、忘れずに夜行反射材
黒っぽい服装は、事故に遭いやすい。

⑧酒に酔ったら外出歩行をひかえる
車道通行は絶対にやめましょう。

⑨交差点、一時停止でしっかり確認
自転車も一時停止の標識に従わなければなりません。

⑩必ずライトを点灯し、夜行反射器材もきれいに
夜の無灯火自転車は危険がいっぱい！

▼問い合せ先＝石橋警察署交通課　牲○52 0110
総務課交通防災係　牲○56 9115

第
34
回
薬
師
祭
（
く

す
し
さ
い
）
の
お
知

ら
せ

「
幼
稚
園
ガ
イ
ド
」

配
布
し
て
い
ま
す

こんなことがありませんか？こんなことがありませんか？ 
 
こんなことがありませんか？ 
 
こんなことがありませんか？ 
 
こんなことがありませんか？ 
 ～チェックしましょう　 
　　　　　　　交通事故の危険な兆し～ 


